
正六角形�$%&'()�において，辺�&'�を��：��に内分する点を�3，辺�()�の中点を�4�と１.

する。�$% D，$) E�とするとき，ベクトル�()，$&，43�をそれぞれ�D，E�で表せ。

��点�$�� 
�，� ，%�� 
��，� ，&����， 
�� ，'�� 
�，D �がある。$%6&'�であるとき，D�の２.

値を求めよ。

��点�$���，��，%���，���，&���，���がある。四角形�$%&'�が平行四辺形であるとき，点�３.

'�の座標を求めよ。

ベクトル�  D � 
�，� ，  E � 
�，� �に対し，ベクトル� �WD E �の大きさが���となる�W�の値を求４.

めよ。

D � 
�，� ，E � 
��，� �がある。実数�W�を変化させるとき，F D�WE�の大きさの最小値５.

と，そのときの�W�の値を求めよ。

次のベクトル�D，E �のなす角�K�を求めよ。D � 
��，� ，E �(� ��，(� 
��６.

ベクトル�D � 
��，� �に垂直な単位ベクトル�S��と平行な単位ベクトル�T�を求めよ。７.

 D� �， E�  (� ，  �D E� ��であるとき，�D��E�の大きさを求めよ。８.

確認テスト（平面ベクトル）Ｈ２３．９．１６　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(　　)組(　　)番　名前(　　　　　　　　　　　)　
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